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京 大 会 館102号 室
研 究 発 表
「中国語 と日本 語の受動 文の構造 につ いて
   一 統語 レベ ルの受動文 と語 彙 レベ ルの受動文 一 」
                    沈   力(D3)
「人称の機能類型論 一 中米の諸言語を中心に ― 」
                    八杉 佳穂(国 立民族学博物館)
第32回 例 会
1993年7月17日(土) 午 後1:30～4:45
京 大 会 館211号 室
研 究 発 表
「現代 口語 ビルマ語 の4つ の補文形 式」   澤田 英夫(研 修員)
「古 プ ロシア語 ― 最近 の研究 か ら 一 」  井上 幸和(神 戸市外 国語大学)
第9回 大 会(第33回 例 会)
1993年12月11日(土) 午 前1i:00～ 午後5=00
京大 会 館102号 室
研 究 発 表
「2っ の事態 認知 スキー マモデルにっいて 」 定 延 利之(神 戸大学)
「土族語 は どのよ うに記述 され て きたか」  角道 正佳(大 阪外国語 大学)
「日本語 の複 合動詞 後項 の意味 の拡 張 にっいて」
                    今井 忍(D1)*
「現代 日本語 の 「が/の 交替」 とモ ダ リテ ィとの関わ りにっ いて」
                    島  千尋(D1)*
「主題を表す助詞 「って」」        丹羽 哲也(大 阪市立大学)
「日本語における使役表現 と受身表現の"接 近"に っいて」
                    早津恵美子(東 京外国語大学)
*本 誌掲載 の同著者 に よる論文 を参照。
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中国語 と日本語の受動文の構造について
― 統語 レベルの受動文 と語彙 レベルの受動文 ―
沈 力
 日本語 の受動 文 にお いて は 二格名 詞 句 が現 れ な け れば な らな い もの と 、現 れ て は
な らな い もの と、 ま た現 れ て も現 れ て な くて も よい もの が あ る 。 また 、 中国語 の 受
動 文 に は 、 日本 語 の二 格 名詞 句 に相 当す る 「被 」に後 続 す る名 詞 句 にお いて 同様 の
現 象 が 見 られ る。 本発 表 で は この 現象 を説 明す る の に(1)を 提 案 す る 。
(1) 中 国 語 と日本語 に は2種 類 の受 動 文 があ る 。
a.「 被/ら れ 」が主 要 動 詞 とな る受動 文
b.「 被 ―V/V―られ 」複 合動 詞 が 主要 動詞 とな る 受動文
(1)の 提 案 で上 の 現 象 を説 明 す れ ば 、二格 名 詞句(「 被 」に後 続 す る名 詞 句)が 現 れ
る場 合 の 受動 文 は(1a)タ イプ で あ り、現 れ ない場 合 の 受動 文 は(1b)タ イ プで あ る と
い う こ とで あ る。本 発 表 で は 、 三つ の ポ イ ン トを踏 まえ て議 論 した 。
 第 一 に、 「被 」 と 「られ 」は 受動 文 の主 要動 詞 で あ る。 この 観 察 は 三つ の現 象 に
よっ て支 持 され る 。一 つ は 中 国語 で も 日本語 で も 受動 文 の 主語 名詞 句 は 「被/ら れ 」
の項 で あ る とい う こ とで あ る 。 も う一 つ は中国 語 で は 「被 」の 意 味素 性 が 文 全体 の
アス ペ クチ ュ アル な意 味 を 決 め る 。最 後 に、受 動動 詞 の 「られ 」は 「*褒 め られ一ら
れ 」の よ うに受 動動 詞 に後 続 で き ない が 、 「生 まれ一られ 」の よ うに派 生接 辞 の 「ら
れ 」に後 続 で きる とい う点 か ら、派 生接 辞 で はな い と言 え る 。
 第 二 に 、 「被/ら れ 」は 語 彙 レベ ル で他 の動 詞 と複 合 す る こ とが 可能 であ る 。 こ
の観 察 は 以下 の 二 つの 現 象 か ら得 られ る 。一つ は 、 中国 語 の複 合 語 は品 詞 転換 を 起
す が 、 句 で は品 詞転 換 が 起 こ らな い とい う違 いに 基づ く。 「被V」 では 品詞 転 換 が
起 こ り、 「被NPV」 や 「被NPVNP」 や 「被VNP」 な どで は品 詞転 換 が 起 こ らな い
とい う現 象 は前者 が複 合 して い る こ とを示 す 。も う一 つ は 、 日本語 の関 係 節 で は 主
語 の ノ格 化 現 象 が見 られ る が 、 ノ格化 の条件 は 関係 節 の述 語 が1項 動 詞 に限 る とい
う こ とで あ る 。 「V一られ 」が 関係 節 の述 語 に なる場 合 、 ノ格 化 が 起 こ るが 、 「NPに
V一られ 」やmPをV一 られ 」や 「NPにNPをV一 られ 」が 関係 節 の述 語 に な る場 合 、
ノ格 化 が起 こ らな い 。 これ は 「V一られ 」が語 彙 レベ ルで複 合 して1項 動 詞 にな っ て
い る こ とを意 味 す る 。
 さ らに 、本発 表 の(1)の 提 案 は 、 日本語 の受動 文 と中国 語 の 受動 文 は 、語 順 の 差
を 除 け ば 、構造 上 、全 く同 じであ る こ とを示 す 。
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「入称 の機能類型論 一中米諸語 を中心 に」
八杉 佳穂
 いわ ゆる 自動詞 の主 語(S)と 他動詞の主 語(A)、 目的語(0)の どれ とどれが形態
的、統語 的に同一の取 り扱 い を受 けるか とい う観 点か ら、対格 言語 とか能 格言語な どの類
型分類 が行 なわれて きた。中米諸 語では、S、 A、0は ふつ う相互照応 の人称代名 詞(接
辞/接 語)で 表 わ され る。能格言語 として有名 にな った マヤ諸 語で は、 それ らを表 わすの
に、2つ の人称接 辞(接 語)の 組 があ る。一 つはergativeと 呼 ばれ る人代Aで あ り、 もう
一つ はabsolutiveと 呼ばれ る人代Bで あ る。人代Aは 他 動詞の 主語を表わ すのに対 し、人
代Bは 自動詞の主語 と他動詞 の 目的語 を表わす 。 ところが、人 代Aは 所有人称(G)と し
ても機 能す る。所 有人称 と他動 詞の主語 が同 じ形 で表 わ され るのである。 そのため 、A、
S、0の 関係 は、所 有機能 を取 り込んで考察 す る必要 があるの ではないか と考えてみ た。
 Aと0は ふつ う同 じ扱い を受 けない。AとG、 AとSは 同 じ扱 いを受け ることがあ る。
この経 験的事実か らA、0を 対角 線上に配 し、A、 G、 Sを 平行 に配 した四角(i)を 思
いつ いた。 こうす る ことで、それぞれの 関係 は うま く表 わせ る。すなわ ち、たとえばAと
Gで あれ ば、その境 界線 を取 り除 くことで、同 じ扱 いを受 ける こ とが表 わせ るが、Aと0













(1)        (2)        (3)       (4)
 マヤ諸語 の4つ の関係 をこの四角形に適 用 する と、 (2)の ように なる。メキシ コ北部
で話 されて いる北 テペ ワン語 の1、2人 称 で は(3)の ごとく描かれ る。 この四角形 は、
中米の人 称代名詞 の形態 的 、統語 的な分析 か ら導 かれた もので あるが、人称 代名詞 ばか り
で な く、 日本語の ような格 を もっ言語 な どに も適 用で きる。 日本語の対格 型は(4)の よ
うになる。
 この 四角形か ら次の ような含意 法則が得 られ る。 もしAと0が 同 じ扱 いを受けるな ら、
Sま たはGも 同 じ扱 いを受 けるか、S、 Gと も同 じ扱 いを受 け る。同様 に、 SとGは ふつ
う同 じ扱 い を受け ない。 すなわ ち、 自然類 を形成 しない。 しか しSとGが 同 じ扱 いを受 け
るなら、Aま たは0も 同 じ扱 いを受ける か、 A、0と も同 じ扱 いを受 ける。
 A、S、0は 動 詞 に 関 係 し、 Gは 名 詞 に 関 係 す る の で 、 一 緒 に 論 じ る とい う考 え は これ
まで 行 な わ れ て こ な か っ た 。 し か し 上で み た よ う に 、Gと い う の は 、 A、 S、0に 関係 す
るOGを 検 討 に 加 え る こ と で 、AやSの 発 生 や 意 味 を 考 え 直 せ る の で は な か ろ うか 。
(や す ぎよ しほ 国立民族 学博物館)
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現代 口語 ビル マ語の4つ の補 文形式
澤田 英夫
 本発 表 の 目的 は 、現 代 口語 ビルマ語 に見 られ る以 下の4つ の補文形 式 が どの よ う




名 詞 化 引 用 文(NQS)
動 詞 句 一文 標 識(一 疑問の文修飾素)―引 用 標 識
動 詞 句 一名 詞 節 標 識
動 詞 句 一phou.
動 詞 句 一文 標 識(一 賄 の文修飾素) shou_^ta
「 … と 」
「… こ と 」
「… す る よ う 」
「… と い う こ と 」
 最 初 に 、NCとQSの 対 立 を 考 え る 。NCとQSの 両 方 を 同 時 に 取 るwi_phan_―
「批 評 す る 」 な どの 動 詞 に お い て 、NCは 解 釈 を与 え られ る 対 象 を 表 し 、QSは そ
の 対 象 に 対 して 与 え ら れ た 解 釈 内 容 を 表 す 。 両 方 同 時 に は 取 れ な い が 、 単 独 な らN
C・QSの ど ち ら も 取 れ る 動 詞 の う ち 、①sin:za:一 「考 え る 」 な どで は 、動 詞 連 続
V-nei_一 「Vし て い る 」 が 進 行 相 ・結 果 相 どち らの 解 釈 を とる か に よ っ て 、NCが
思 考 の 題 材 を 表 し、QSが 思 考 に よ っ て 得 ら れ た 見 解 を 表 す こ と が わ か る 。②pyo:一
「話 す1・youn _一 「信 じる 」 な ど で は 、 NCとQSの 文 中 で 果 た す 役 割 は 同 じだ が、
NCの 内 容 が話 者 に よ っ て 前 提 さ れ る の に 対 し、QSの 内 容 は 前 提 さ れ な い 。 ③ 内
在 的 否 定 の 意 味 を持 つ 動 詞nyin:一 「否 定 す る 」 ・matxin_ga-phyi'一 「疑 う(doubt)」
で は 、NCの 内 容 が 内 在 的 否 定 の ス コ ー プ に 入 るの に 対 し 、QSの 内 容 は 入 ら な い。
以 上 の 事 か ら、NCは 主 文 動 詞 の 表 す 事 象 に 「先 立 っ て 与 え ら れ た 」 内 容 を 表 し、
QSは 主 文 の 主 語 に よ っ て 「作 り出 さ れ た 」 主 張 内 容 を 表 す と 言 え る 。 こ の こ と は、
NC・QSの どち ら か 一 方 しか取 らな い 動 詞 の 場 合 に も あ て は ま る 。
 次 に、PCの 特 徴 につ いて考 え る。PCの 表す意 味 は、非現 実法 のNCの そ れ と
類似 す る 。つ ま りPCは 、主文動 詞の 表す事 象が起 こる時点 で まだ起 こって いな い
「先立 っ て与え られ た 」事 象 を表す 。 しか し、PCで は さ らに 、その表 す内容 の 実
現 が 、文 に現れ る人 間か話 者 に よって 期待 され るかあ るい は必 要 と される 、 とい う
意 味 が付 加 され る 。 khain:一 「命 じる 」な ど命令法 のQSを 取 る動 詞 はおお むねP
Cを 取 れ るが 、上 に示 した ようなPCの 意味 的特徴 か らみ れば不思 議 ではな い 。
 最 後 に 、NQSに つ い て 若 干記 す 。NQSの 意 味 的 特 徴 はNCと お お む ね 同 じで
あ り 、 ほ と ん ど の 場 合NCの 代 り に用 い る こ とが で き る 。 た だ 、動 詞shou_一 「言 う」
を含 む こ と か ら明 ら か な よ う に 、 この 補 文 の 内 容 は 言 語 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ
っ て 得 ら れ た も の で あ る 。ci.一 「見 る 」 な ど視 覚 の 動 詞 の 補 文 と な れ な い こ とが こ
の 証 拠 と な る 。 ま た 文 標 識 を 持 た な い 名 詞 文 や 疑 似 分 裂 文 はNCを 持 た な いの で 、
NCを 要 求 す る環 境 に こ れ ら の構 文 が 現 れ る 場 合 に は 、NQSを 用 い る しか な い 。
(さ わ だ ひ で お 、 研 修 員)
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古 プ ロ シ ア 語 ―最 近 の 研 究 か ら ―
井 上 幸 和
 報 告 者 は 、 最 近 、 古 ブ ロ シ ア 語 の 最 主 要 テ キ ス トで あ る 「第3カ テ キ
ズ ム(エ ン キ リ デ ィ オ ン)」 を 言 語 資 料 と し て 、 語 形 式 の 『標 準 化 辞 典 』
(r古 プ ロ シ ア 語 の 標 準 化 』 第 一 巻 、1992,神 戸 市 外 国 語 大 学 研 究 叢 書
第22巻)を 著 し た 。 今 回 の 報 告 で は 、 こ れ に 続 く 「テ キ ス ト の 標 準 化 」
と 「文 法(形 態 論)の 標 準 化 」 に 向 け て の 作 業 の 途 中 経 過 、 お よ び 先 に
提 出 し た 古 プ ロ シ ア 語 の 書 記 素 論 的 研 究(『 古 プ ロ シ ア 語ENCHIRIDION
書 記 論 』1982,『 古 プ ロ シ ア 語 テ キ ス ト ENCHIRIDIONの書 記 音 素 論 的 お
よ び 音 素 論 的 研 究 』1984,神 戸 市 外 国 語 大 学 外 国 学 研 究 第13巻,第15巻)
と の 方 法 論 上 の 連 関 に っ い て 、 紹 介 ・解 説 を し た 。
 報 告 中 で 十 分 に 説 明 す る こ と が 出 来 な か っ た 、 形 態 論 の 処 理 方 法 と し
て の 「パ ラ ダ イ ム 内 標 準 化 」 と 「パ ラ ダ イ ム 間 標 準 化 」 に っ い て 補 足 説
明 す る こ と で 、 報 告 要 旨 に 代 え る 。
 資 料 ⑧ と し て 配 布 し た の は 、 当 該 テ キ ス ト中 の 出 現 頻 度4以 上 の 語 形
式 に 基 づ い て 作 成 し た 名 詞 パ ラ ダ イ ム 用 の デ ー タ で あ る 。 一 見 し て 明 ら
か な よ う に 、 名 詞 パ ラ ダ イ ム 作 成 上 、 致 命 的 な 「虫 食 い(バ グ)」 が あ
る 。 こ の バ グ を 埋 め る に は 、 出 現 頻 度4未 満 の 語 形 式 に 頼 ら ざ る を 得 な
い が 、 テ キ ス ト中 の 語 形 式 は 、 出 現 頻 度 が 減 少 す る に つ れ て 、 不 安 定 な
形 式(交 替 形 式)か 増 大 す る(詳 細 に っ い て は 、 上 掲 、 井 上,1982,
1984を 参 照)。 そ こ で 、 語 幹 の 形 式 に 関 し て は 同 一 パ ラ ダ イ ム 内 で 、 変
化 語 尾 に 関 し て は 同 一 タ イ プ の パ ラ ダ イ ム 間 で 、 そ れ ぞ れ 、 よ り安 定 し
た 形 態 素 の 形 式 を 確 保 し よ う と す る の が 、 上 記 の2っ の 処 理 方 法 で あ る 。
資 料 ⑦ に 、 テ キ ス トの 一 節 に 対 す る 標 準 化 処 理 の サ ン プ ル を 示 し た 。 変
化 語 尾 形 式 の 「パ ラ ダ イ ム 間 標 準 化 」 に つ い て は 、 別 に 、 f標 準 化 辞 典 』
の デ ー タ を 品 詞 別 、 変 化 タ イ ブ 別 に 再 配 列 し た も の を 参 照 す る こ と に な
る(資 料 中 で は 省 略 し た)。
 提 出 さ れ る 「テ キ ス ト の 標 準 化 」 と 「文 法(形 態 論)の 標 準 化 」 は 、
同 時 進 行 の 作 業 結 果 の2通 り の 表 出 で あ り 、 従 っ て 、 「第3カ テ キ ズ ム 」
か ら 引 証 さ れ る 単 語(語 形 〉 を 、 テ キ ス ト 内 と パ ラ ダ イ ム 内 の 両 方 の 環
境 で チ ェ1ソ ク す る 目 的 で 作 成 さ れ る も の で あ る 。
 テ キ ス ト 校 訂 と し て は'Prautmann,1910とMa乏iulis,1981が 、 ま た
文 法 と し て はvan t;ijh,1918, Endzeliii,1944, Schmalstieg,!9璟S
KIusis,1989等 が 提 出 さ れ て い る 現 在 の 古 プ ロ シ ア 語 研 究 の 状 況 に あ っ
て 、 報 告 者 は 、 一 連 の 研 究 に お い て 、 「 標 準 化 」 の 処 理 原 理 の も と に 、
言 語 資 料 そ れ 自 体 の 有 り 様 に 即 し た 収 敏 を 目 指 し て い る 。
(い の う え と し か す ・神 戸 市 外 国 語 大 学)
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2つ の 事 態認 知 スキ ー マモ デ ル につ い て
定延利之
 認 知 言 語 学 の展 開 に伴 い,真 理 条件 的意 味 を 同 じ くす る様 々な事 態 表 現 どう しの
微 細 な意 味 の 差 が事 態認 知 の違 い と して正 面 か ら追 求 され,事 態認 知 スキ ー マの 研
究 が本 格 的 に始 め られ る よう に なっ て きた.事 態認 知 スキ ーマ とは,人 間 の事 態 認
知 は決 して無秩 序 で はな く,人 間 が 当該事 態 を 一定 の枠(ス キ ー マ)に 当 ては め る 形
で な さ れ る とい う考 えを 受 け た概 念 であ る.し か し事 態認 知 スキ ー マ に関 す る従 来
の研 究 は,言 語 の 多様 性 に十 分 対処 で きる レベ ル に は至 っ て いな い.発 表 者 は,対
照 言語 学 の 成果{特 に池 上(1981〕 の くす る〉的vs,〈 な る〉的 〕を取 り込 む形 で,事 態 認
知 ス キー マの 豊饒 化 と普 遍 化 を 目指 して き た.即 ち,① モ ノか らモ ノへ の エ ネ ル ギ
ー推 移 を捉 え る ビ リヤー ドボー ルモデ ル(Cr。ftやLangacker等 〕だ けで な く,モ ノ に
よ らな い,状 態 か ら状 態へ の エ ネルギ ー推 移 を捉 え る カ ビ生 えモ デ ル を も認 め る べ
きで あ る こ と,② 両 モデ ル は全 く異質 な もの で は な く,共 に フ レーム カ ッ トァ ウ ト
佃 窪 行 則 氏発 案 〕とい う事 態 認 知 に 由来 す る こ と,③ 両 モ デ ルの優 劣 関 係 は基 本 的
に他 動 性 の 認 知 と関 わ るこ と,等 を主張 して きた,使 役形 態 素 や 対称 性 に関 わ る 現
象 は 当会 で も既 に発 表 済 み な ので,今 回 は頻 度 表現,回 数 表 現 に関 わ る現 象(例 え ば
下 の 口)(2〕)を 扱 い,上 の 主 張 を補 強 した.
(1)&声 の や た ら大 きい人 って,時 々 い る よね?
 (1)は2つ の解 釈 を持 つ 。1つ は,声 の や た ら大 きい人 間 が例 えば17世 紀 に存 在 し
た が18世 紀 に絶 滅 し,19世 紀 に また現 れ た等 とい っ た,文 字 通 り存 在 の 頻 度 を表 す
解 釈 で,こ れ は 我 々の 常識 と合 わな いの で顕 在化 しに くい.も う1つ の解 釈 は,声
の や た ら大 きい 人 間 に我 々 が時 々遭 遇 す る とい う解 釈 で,こ れ は英語 文(Somet寛Mes
there ape eo Ie who ape too loud)に も あ るが 中 国語文(有 時 候有 声音 復 大 的 人)
に は な い,遭 遇 解 釈 は,声 の大 きい人 間 が話 し手 の パー ソ ナ ルス ペー一ス 内 に存 在 し
て い る状 態,存 在 して い な い状 態 の配 列 パ ター ン を表 すが,言 語 に よ って は パ ー ソ
ナ ル スペ ー ス とい う主観 的 スペ ー スの状 態 が 表 しに くい,と 考 え られ る.
(2)&彼 は心 移 りの激 しい人 で した.奥 さん も,結 局生 涯 で3回 変 わ り ま した.
 相 当数 の 話者 に と って,(2)は 妻 は延 べ4人 で も よいが 寧 ろ普 通3人 で,こ れ は 英
語 文{He chan ed wives three times)も 同様 だ が 中国 語文 〔他 一 輩子 換 了 三次 愛 人 〕
は4人 の み で あ る.植 木 算 の 名 で知 られ る算数 の知 識 に反 す る解 釈{3人 解 釈)は,
計 算 や 参 照 の ため に人 間が 値 を 一時 的 に と どめ てお く記 憶 箱 の初 期 状 態 を考 慮 した
もの で,言 語 に よ って は記 憶 箱 の状 態 が表 しに く い,と 考 え られ る.
(さ だのぶ と しゆ き,神 戸大 学)
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主 題 を表 す助 詞 「っ て 」
丹羽哲也
 助 詞 「っ て 」は、 「と 」に相 当す る場 合(あ いつ が犯 人 だ って 思 っ て いた)、 連
体 構造 で 「とい う 」に相 当 す る場 合(山 田って 人 が来 た)、 主 題提 示 を表 す場 合
(山 田 っ て お も しろ い奴 だ ね)な どが あ る。 こ こで は、 本来 引用 を表 す形 式 で あ る
「って 」が主 題 を 表 し得 る よ うにな っ た事情 な ど を考 察 した。
 名 前 の 同定 を表 す、 連 体 構 造 の 「Xと い う/っ てY」(XYは 名 詞)は 、 そ の 一
っ に、 既 知 のXの 名 前 を改 め て 同定 す る こ とでXの こ とを改 めて捉 え 直す とい う機
能 を 持 っ。 これ は 「人 間 とい うもの は、 勤勉 で もあ る し怠惰 で もあ る 」の よ うに、
ア)Xが いか な る も ので あ る か、 そ の 内実 を捉 え 直す場合 と、 「あ い つ には節 操 っ
て もの が な い 」の よう に、 イ)Xが 存 在 す るか 否 か捉 え直す 場 合 が あ る。 ア)は 意
味 的 に 主題 解 説 関係 を含 み 込 んで お り、 かつ こ こでYは 形 式 的 な もの で しか な い の
で、 「Xっ て もの は 」は 「も の は 」が ない形 で も、 主 題 を表 す よ うに な り得 た と考
え られ る。 イ)の 場 合 には、 「最近 の 子 は本 っ て 読 まな い ね 」の よう に、 む しろ
「とい うもの を 」 に近 く、 主題 を表す とは言 い に くい もの も あ る。 「Xっ て 」 は、
「あ れ って(?と い うの は)何 か しら」 と指 示 語 に伴 い得 る よ うに、 「Xと い うの
は 」に比 べ 主題 助 詞 と して広 く用 い られ るが、 しか し 「は 」 に比べ れ ば制約 が 大 き
く、 例 え ば、 「音 楽 って何 が好 き?」 に対 して 「音楽?っ て(は)バ ロ ックが 好 き 」
と、 旧主 題 をそ の ま ま繰 り返 す こ とはで きず、 「そ うです ね え、 音 楽 って(は)や
っ ぱ りバ ロ ッ クが い いで す ね え 」の よ うに主題 を 改 めて設 定 し直す 必 要 が あ る、 な
どの特 徴 が 見 られ る。
 主題 を表 す 「Sっ て 」(Sは 文 〔断 片})に は、 「手 術 をす るっ て何 の手術 なの 」
と先 行 談 話 か らの引 用 を表 す場 合、 「花子 が結 婚 したっ て本 当?」 と い う伝 聞 の 場
合 な どが あ る。 ま た 「Sっ て 」 には 「どう思 う?一 一 さあ一 ― さあ っ てにぶ い な あ 」
の よ う に、 相 手 の 発 言 が不 適 切 だ と して反 駁 し逆 接 関係 を表 す もの が ある。 他 方、
「って 」 には 「何 だっ て?」 の よう に、 反 問 を表 す 用法 が あ る。 反 問 の 中 には 相 手
の発 言 事 情 を 問 う場 合(山 田が犯 人 だ っ て?ど う い う こと だ)と 、 相 手 の発 言 に対
して 反 発 す る場 合(帰 る っ て?ま だ早 い じゃ な いか)が あ る0前 者 は 相手 の 発 言 部
分 「Sっ て 」 とそ の後 の 事 情 を 表す 文 とが 主題 解 説 関係 を な す。 二 文 が 一体 化 す れ
ば、 主題 を表 す 「Sっ て 」(の 中の 先行 談 話か らの 引用 の 場合)が 成 立 す る(山 田
が 犯 人 だ っ て ど うい うこ と だ)。 また、 後者 も相 手 の発 言 部分 と後 続 文 が一体 化 す
る と、 逆 接 的な 「Sっ て 」が成 立 す る こ とに な る(帰 るっ て まだ早 い じゃな い か)。




 日本 語 に お いて、 あ る文脈 の 中 で、 使 役動 詞 に よる表現 と受 身 動詞 に よ る表 現 と
が それ ほ ど大 きな違 い を感 じさせ な い こ とが あ る。 い いか えれ ば、 あ る事 態 を叙 述
す るの に、 使役 表 現 も受 身表 現 も可能 とな る よ うな こ とが あ る。
○女 に こん な こ とを[言 わ せ る/言 われ る]よ う にな っ た らお しま い よ。
○ そ の子 を どう して もブ ラ ン コに乗 せ よ う と思 い、 引 っぱ りに行 って ワー ワー
 [泣 か せ て/泣 か れて]し ま った。
○ 重 量感[を 感 じさせ る/が 感 じ られ る]建 物 。
 本発 表 で は、 こ の よ うな現 象 を 「使 役 と受 身 の接 近 」 と よが 、 それ が 生 じる の に
は どの よ うな こ とが 関わ つて い るの か、 ま た、 個 々 の文脈 にお いて な お使 役 ・受 身
いずれ か が用 い られ て い るこ と には どうい っ た要 因が 関 わ って いる の か、 とい っ た
こ とにっ いて、 拙 稿 「使 役表 現 と受身 表 現 の接 近 に関 す る おぼ えが き 」(1992『 言
語 学研 究 』第11号)に も とづ き、 実際 の 用例 の検討 を中心 に報 告 した。
 まず 、 使 役 動詞 に よ る文 ・受 身 動詞 によ る文 を、 構 文的 に 一 ここ では、 も との
動詞 に よ る文 が どの よ うな補 語 を要 す る文か、 そ して使役 動詞 ・受 身 動 詞 によ る文
の主 語 が 、 も との動 詞 によ る文 にお いて は どの ような 文要 素 に あた るか 、 とい う観
点 か ら-大 き く五 っ の類 に分類 し、使 役 と受 身 の接近 は この 各 々の 類 につ いて み
とめ られ る ものの 、 《A》 《E》 の類 にお いて その 例 が 多 い こ とを述 べ た。
《A》 第三 者 が 主 語 の使 役 ・受 身
《B》 持 ち主 が 主語 の使 役 ・受 身
《C》 相 手 が 主 語 の使役 ・受 身
《D》 直接 対 象 が主 語 の使 役 ・受身
《E》 使 役 と受 身 とで主 語 が 異 な る もの
 次 に、 使役 ・受 身 いず れ が用 い られ る か にっ いて 要 因 と な りそ うな 事 柄 を い くつ
か列 挙 し た。 た と えば、 当該 の表 現 に先 行 また は後 行す る部 分 か らの 影 響(他 動 詞
的 な表 現 か 自動 詞 的 な表 現 か とい う影響 、 迷 惑性 ・支配 性 ・放 任性 な ど意 味的 な 影
響 な ど)、 個 々の 動 詞 の語 彙 的 な意 味や その 文 中で の形 、 コ ロケ ー シ ョ ン、 連 体 修
飾節 で あ るか否 か、 さ らに、 そ こで 表 わ され て い る事態 に関 って い る人 と人、 人 と
コ トガ ラ な ど との 関 係 お よび そ の間 の`は た らきか け性'や`受 け手 性'な どを発
話者 が どの よ う に認 識 してい る か、 とい っ た こ とが 関 わ っ て いそ うで あ る。 ま た、
《E》 類 にお いて は、 事 態 を成 り立 たせ て い る要 素 の うち いず れ を主 語 と して選 択
し叙述 す るか と い う こ とも重 要 な要 因 とな る。 (は や つ えみ こ、 東 京 外 国語 大 学)
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